
 
 

 
 
 
 
 
 
奄美群島の12市町村では、平成21年3月31日、奄美群島振興開発特別措置法が延長されたことに伴

い、「人と自然が織りなす癒しの島」を目指した奄美群島振興開発計画（以下、奄振計画）の市町村計画

案を策定いたしました。 

 

本計画は、民間の有識者や市町村長で構成された「意見具申 3分野実現に向けた骨太方針策定懇話

会」の意見具申を踏まえ策定されたものです。 

 

そこで、この計画に関し、さらに郡民の皆さんのご意見を募集するため、以下の方法でパブリックコメント手

続きを実施いたしました。 

 
次期奄美群島振興開発計画策定に係る市町村案（重点３分野）に関する 

パブリックコメントについて[結果報告] 
 

募集要旨：平成 21年 3 月 31 日、奄美群島振興開発特別措置法が延長されたことに伴い、5 月
20 日には奄美群島振興開発審議会（以下、奄振審議会）により、 延長された改正奄振法の基本方
針が承認されました。  
 これを受け、鹿児島県は、本年度から平成 25 年度までの 5 か年を計画期間とする、新しい奄
美群島振興開発計画（以下、奄振計画）の策定 作業を着手することになります。 
一方、この動きに先立ち、昨年 6 月の奄振審議会では、次期奄振計画について産業振興の重要な
分野として農業・観光・情報を特筆しており、これを受け、地元市町村では当該 3 分野を戦略的重
点分野と位置づけ、学識経験者等で構成された懇話会を設置し、より具体的な振興 計画（案）の
策定に努めたところです。 
 この度、この 3 分野については、地元素案として取りまとめることができましたので、全郡民の
皆さんに周知のうえ、広くご意見をいただくことと しました。  なお、地元全体計画（案）につ
いては、この基本方針を受け戦略的重点 3 分野と同様、自立的発展に向けた内容となるよう策定し
ていく予定 です。 
１．募集期間      平成 21 年 5 月２７日（水）～平成 21年 6 月７日（日）  

２．閲覧方法     奄美群島広域事務組合ＨＰ、各市町村閲覧窓口 

３．提出方法     様式自由     

但し、氏名・住所・所属（会社又は所属団体名、部署名）・電話番号・ご意見の内容等を明記

   郵送・ＦＡＸ・Email のいずれかの方法で日本語にてご意見を送付してください。 

なお、電話でのご意見の提出には対応しかねますので、あらかじめご了承ください。 

４．提出先        奄美群島広域事務組合    

〒８９４－００２３    

鹿児島県奄美市名瀬永田町１７番１号 

  (FAX) 0997－52－9618 / (Email) kouiki@amami.or.jp 

 

別 冊 

－1－



 
 

 
 
 
 
この結果、３人からの意見・感想が寄せられ，前年度（Ｈ20）に寄せられた住民提案(１６件)と併

せて，その内容について，次のとおりご報告させていただきます。 
 お寄せいただいたご意見・ご感想に対し、紙面をお借りしお礼申し上げます。  
 なお、意見提案は、紙面の関係上概要を掲載させていただきました。また、個々のご意見・ご感想

について直接回答はいたしませんのでご了承ください。 
 
 
 
 
 
 

募集結果 
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番

号 
ご意見の趣旨 

（パブリックコメント） 
意見反映の考え方（対応） 

１ 

奄美群島の将来イメージ構築

を 

～新奄振計画＆奄美市総合

計画へ提言～ 

【概要】 

①＜人づくり＞ 

・定住人口・交流人口 

・二地域居住人口の合計で１３

万人規模人口が保たれている

モデル島 

その他 

 

②＜モノづくり＞  

奄美・本土・沖縄人材マッチン

グモデル島 

リゾート地情報（ＩＴ）産業集積

モデル島 

リッチ観光（奄美・沖縄・本土ト

ライアングル）モデル島 

その他 

 

③＜まちづくり＞ 

自然・文化融合型世界自然遺

産モデル島 

エコニューディールモデル島 

世界無形文化遺産モデル島 

古語（島口）千年紀モデル島 

有償ボランティアモデル島        

トラさんピラミッド教育モデル島 

人づくり、ﾓﾉづくり、まちづくりのテーマとして多岐に亘るご提

言をいただきました。 

 

国内外でもモデル島との指摘は、昨年度からの提案でも多数

ありました。 

そのため、奄美群島の地理的な役割、世界的な自然遺産の

価値、文化的な価値など優位性を活かすことが自立的発展に

は重要と「基本方針の作成意義」に位置付けたところです。 

 

特に、「人づくり」では、懇話会でも「交流人口」の拡大に議論

が集中いたしました。そのため、「観光」から「観光／交流」と

交流人口の拡大を念頭におくため観光の概念を大きく広げた

ところです。 

 

次に、「ﾓﾉづくり」では、沖縄・トカラの「琉球弧交流圏」での有

機的連携が重要であると位置づけたところです。 

 

「まちづくり」では、分野が多岐に亘りますが、ご提案のモデル

島を目指して取り組んで参りたいと思います。 

 

  

２ 
「奄美の高齢者に対する長生

き帰省割引制度適用」 

ご提案の件は、アンケート調査や昨年度からの提案で指摘の

最も多い項目でした。 

本計画でも「観光／交流」分野で「航空運賃体系の改善充実

／交流人口移動の円滑化」として項目立てを行い、取組に努

めることとしています。 

３ 

「大島紬の持続的な観光資源

の保全対策について～観光交

流拠点施設の整備推進（仮

称）公共施設「奄美群島染織カ

ルチャーセンター」設立」 

ご提案の件は、伝統産業の観光資源のあり方として貴重なご

指摘です。 

そのため、「観光／交流分野」中、「「観光／交流の受入体制

の充実強化」、「群島内外への情報発信と交流推進」、や「地

域産業との連携推進」として項目を設定し、意見の反映に努

めたところです。 

今後は、従来の大島紬と観光との連携を踏まえ、「群島内外

への情報発信と交流推進」の中で、さらに議論を深めて参りた

いと考えています。 

１－（１）「次期奄美群島振興開発計画策定に係る市町村案（重点３分野）に関するパブリック
コメント」（平成２１年度実施）への対応 
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番

号 

ご提案の趣旨 

（提案募集） 
 提案反映の考え方（対応） 

1 

「奄美群島を永久（トワ）なる日

本１・世界１にする。」 

 

【概要】  

 各分野（政治的・経済的・産

業･文化・スポーツ・教育）にお

ける「日本１・世界１」の人材育

成 

ご指摘の提案は、懇話会の中でも議論がなされたところで

す。そのため、第 1 章の基本方針の意義でも国家的役割につ

いて記載されたところでもあります。 

奄美群島の地理的な役割、世界的な自然遺産の価値、文

化的な価値など優位性を活かすことが自立的発展には重要

です。 

本市町村案も、ご提案の趣旨に配慮した振興策に努めたと

ころですが、今後は、意見がより一層反映されるよう議論を深

めて参りたいと思います。 

 

2 

「奄美の農業の自給率を高め

るために（地域の特質を生かし

た多品目の生産努力）」 

 

【概要】 

 奄美全群農業経営発表大

会、耕作放棄地・新開墾地の

受託農誘致等 

ご指摘の提案は、離島社会の自立的発展を図る上で大切

な視点です。 

そのため、懇話会等でも議論され「域内自給率の向上と市

場競争力アップが、群島外からの移入代替と外貨獲得につな

がり地域内の循環性を高める・・・・」との意見具申がなされた

ところです。 

今回新たに「地産地消率」を数値目標として掲げ、域内自給

率を高めるための取り組みを進めることとして意見を反映した

ところです。 

 

 

3 

「基本認識（「奄美振興」とは？

の認識）確立」 

 

【概要】 

①大所高所の見地からよりよ

い奄美づくりを！ 

②共生を重視 

③離島物価の軽減策 

④高齢者半額措置による空バ

ス対策 

今回の市町村案作成に当たっては、第 1 章の 1－5 で記載

したとおり「単一自治体から生活圏域を基軸とした島ごと、郡

島民的視点の事業実施のシステム構築」に配慮したところで

す。 

そのため、島ごとの策定プロジェクト、さらに群島全体の検

討会で議論を重ねる手法で策定いたしました。 

特に、離島物価対策では、域内循環を高めるたことで域外

購入を抑えることが可能です。そこのため、今回新たに「地産

地消率」を数値目標として掲げ、各種事業を展開することにし

ています。 

その他のご提案についても、各分野において議論を深めて

参りたいと考えております。 

 

4 

「高騰する交通費負担が与え

る医療・福祉への影響を考え，

交通体系の整備・改善。医療

体制の充実強化」 

医療・福祉を基軸に「安全で快適な暮らしの実現」として

様々な角度でご提案されています。 

地産地消など今回の計画に反映したところですが、その他

多岐に亘る提案については、全体計画の中で議論を深めて

参りたいと思います。 

 

１－（２）「平成２１年度以降の奄振延長に向けての住民提案」（平成２０年度実施）への対応 

－4－



 
 

5 

「～交流-群島内のネットワー

ク（交流人口の拡大＝「活性

化」への突破口）」 

ご提案の件については、アンケート調査や昨年度からの提

案で指摘の最も多い項目でした。 

懇話会でも「交流人口」の拡大に議論が集中いたしました。 

そのため、「観光」から「観光／交流」と交流人口の拡大を念

頭におくため観光の概念を大きく広げたところです。 

本計画でも「観光／交流」分野で「航空運賃体系の改善充

実／交流人口移動の円滑化」として項目立てを行い、取組に

努めることとしています。 

 

6 

「地域の特性を生かした産業

の展開 

【概要】 

①家族単位から始める土に親

しむ暮らし  

②食生活自給力を高め地産地

消の社会を 

ご指摘の提案は、離島社会の自立的発展を図る上で大切

な視点です。 

そのため、懇話会等でも議論され「域内自給率の向上と市

場競争力アップが、群島外からの移入代替と外貨獲得につな

がり地域内の循環性を高める・・・・」との意見具申がなされた

ところです。 

今回新たに「地産地消率」を数値目標として掲げ、域内自給

率を高めるための取り組みを進めることとして意見を反映した

ところです。 

 

7 

「芦花部と大熊トンネルの早期

実現」 

戦略的 3 分野以外となるため、今回示している基本方針中

においては、「その他分野」の「交通体系の整備推進」としての

位置付けで検討されることとなります。 
 

8 

｢きびカス｣の食品転用 基幹作物から派生する未利用資源の活用として、大変ユニ

ークご提案でした。 

本計画では、農業分野において「加工対策の強化と地域ブ

ランドの確立」の中で位置づけ議論されることとなります。 

 

9 

「奄美大島の観光の発展につ

いて（観光客の増加対策）」 

ご提案の件については、アンケート調査や昨年度からの提

案で指摘の最も多い項目でした。 

懇話会でも「交流人口」の拡大に議論が集中いたしました。 

そのため、「観光」から「観光／交流」と交流人口の拡大を念

頭におくため観光の概念を大きく広げたところです。 

本計画では、老朽化施設の整備、観光案内板の設置など

「受け入れ環境の整備」、「航空運賃体系の改善充実／交流

人口移動の円滑化」などとして項目立てを行い、取組に努め

ることとしています。 

 

10 

「①自給率の向上，奄美のアピ

ール，「生活の安らぎと潤いの

ある空間」の創造  

②船，飛行機の割引率アップ 

③交通マナー向上化対策）」 

ご指摘の提案は、離島社会の自立的発展を図る上で大切

な視点です。 

そのため、懇話会等でも議論され「域内自給率の向上と市

場競争力アップが、群島外からの移入代替と外貨獲得につな

がり地域内の循環性を高める・・・・」との意見具申がなされた

ところです。 

今回新たに「地産地消率」を数値目標として掲げ、域内自給

率を高めるための取り組みを進めることとして意見を反映した

ところです。 

また、航空運賃等については、「観光／交流」分野において

「航空運賃体系の改善充実／交流人口移動の円滑化」として

項目立てを行い、取組に努めることとしています。 
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11 

「自然の活用～「自然の継承」

に対する地元の理解 

【概要】 

①自然にやさしい生活スタイル

の構築  

②伝統工芸品のアピールと伝

承  

③地域住民の利便性向上を目

指した「離島割引金額の設

定）」 

ご指摘の提案は、離島社会の自立的発展、世界自然遺産

を目指す上で大切な視点です。 

そのため、本計画では、農業・観光／交流分野において自

然保全に配慮した項目を掲げたところです。 

また、航空運賃等については、「観光／交流」分野において

「航空運賃体系の改善充実／交流人口移動の円滑化」として

項目立てを行い、取組に努めることとしています。 

 

 

12 

「奄美の観光事業を通して経

済自立発展に」 

 

【概要】 

国際性を意識し，他に比類の

ない自然の南国性雄大美を活

用した自然観光を 

ご提案の件については、計画の目標で示したとおり「奄美群
島の地域特性を積極的に生かしつつ、自立的発展の基礎条件
を整備し、世界自然遺産登録を視野に入れ国民への癒しの空

間の提供と群島経済の自立的発展」を目指すとしたところで

す。 
計画は、その目標達成に向けて官民努力する目指すべき方

向と姿を数値的指標で示しました。 

 

13 

「大島紬だけではない「染織の

島」としてもっと主張を！」 

ご提案の件は、伝統産業の観光資源のあり方として貴重な

ご指摘です。 

そのため、「観光／交流分野」中、「「観光／交流の受入体

制の充実強化」、「群島内外への情報発信と交流推進」、や

「地域産業との連携推進」として項目を設定し、意見の反映に

努めたところです。 

今後は、従来の大島紬と観光との連携を踏まえ、「群島内

外への情報発信と交流推進」の中で、さらに議論を深めて参

りたいと考えています。 

 

14 

「無理なく持続可能な地域発信

型の発想による「島の再生」 

【概要】 

ポスト「キビ」に向けた多様な

作物（キャッサバ等）の導入と

その産業化による食糧自給率

向上へ 

ご指摘の提案は、離島社会の自立的発展を図る上で大切

な視点です。 

そのため、懇話会等でも議論され「域内自給率の向上と市

場競争力アップが、群島外からの移入代替と外貨獲得につな

がり地域内の循環性を高める・・・・」との意見具申がなされた

ところです。 

今回新たに「地産地消率」を数値目標として掲げ、域内自給

率を高めるための取り組みを進めることとして意見を反映した

ところです。 

 

15 

「自立のための国興し町興し村

興しは人づくりから～失われつ

つある「結いの精神」再生を」 

ご提案の件については、戦略的 3 分野以外となるため、今

回示している基本方針中においては、「その他分野」の「教育

文化の振興，人材の育成・確保」としての位置付けで検討して

いくこととなります。 

 

16 

「新永田橋ジャンクション成立

へ～渋滞をなくし，流通の効率

UP へ！」 

ご提案の件については、戦略的 3 分野以外となるため、今

回示している基本方針中においては、「その他分野」の「交通

体系の整備推進」としての位置付けで検討していくこととなり

ます。 

 

17 

「奄美群島における観光整備

促進事業の重点化」 

貴重なご指摘を踏まえ、今回「観光を戦略的重点分野」

として位置づけ地域振興を図ることとしてご提案を反映

いたしました。 

 

－6－



 
 

非公共予算の確保の点では、ご提案を生かせるよう取り

組んで参りたいと思います。 

18 

「島内公共交通機関中心とし

た振興」 

ご提案の件については、戦略的 3 分野以外となるため、今

回示している基本方針中においては、「その他分野」の「交通

体系の整備推進」としての位置付けで検討していくこととなり

ます。 

 

19 

「海藻を原料としたバイオエタノ

ール生産方法の確立と拠点整

備」 

ご提案の件については、戦略的 3 分野以外となるため、今

回示している基本方針中においては、「その他分野」で検討し

ていくこととなります。 
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